
特集 国際標準戦略のあり方

Society
5.0

で
は
、
サ
イ
バ
ー
空
間
と
フ
ィ
ジ
カ

ル
空
間（
現
実
空
間
）を
高
度
に
融
合
さ
せ
た
シ
ス
テ

ム（
サ
イ
バ
ー
フ
ィ
ジ
カ
ル
シ
ス
テ
ム
）に
よ
り
、
経
済

発
展
と
社
会
課
題
の
解
決
を
両
立
し
、
よ
り
良
い
社

会
を
築
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
る（
図
表
1
）。
そ
の

実
現
に
向
け
て
、
2
0
3
0
年
ご
ろ
の
社
会
イ
ン
フ

ラ
の
基
盤
と
し
て
導
入
を
目
指
す
革
新
的
な
情
報
通

信
技
術
、す
な
わ
ちBeyond

5G/6G

（
以
下
Ｂ
5
Ｇ

／
6
Ｇ
）シ
ス
テ
ム
の
研
究
開
発
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

2
0
3
0
年
代
に
向
け
、
わ
が
国
の
超
高
齢
化
は

一
層
進
み
、
労
働
力
の
確
保
や
高
齢
者
の
介
護
な
ど

社
会
経
済
活
動
の
維
持
に
お
け
る
課
題
が
さ
ら
に
深

刻
化
す
る
。
一
方
、
Ｂ
5
Ｇ
／
6
Ｇ
が
提
供
す
る
新

し
い
社
会
イ
ン
フ
ラ
に
よ
っ
て
人
々
の
生
活
空
間
は

垂
直
方
向
に
拡
大
し
、
地
上
、
海
洋
、
成
層
圏
、
宇

宙
空
間
に
ま
で
広
が
る
。
Ｂ
5
Ｇ
／
6
Ｇ
が
提
供
す

る
社
会
イ
ン
フ
ラ
は
、
単
な
る
地
上
系
の
通
信
機
能

だ
け
で
な
く
、
生
活
・
産
業
・
交
通
・
医
療
・
教

育
・
防
災
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る

分
野
で
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
牽
引
し
、
わ
が
国
の
社

会
経
済
が
国
際
的
な
優
位
性
を
保
つ
う
え
で
極
め
て

重
要
と
な
る
と
期
待
さ
れ
る
。
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
で
は
、
地

上
系
か
ら
非
地
上
系
ま
で
を
統
合
し
た
社
会
イ
ン
フ

の
無
線
同
期
で
超
高
精
度
測
位
を
実
現
す
る
時
空
間

同
期
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
通
信
を
可
能
に
す
る
衛

星
や
高
高
度
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
使
っ
た
非
地
上

系
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
Ｎ
Ｔ
Ｎ
）と
の
相
互
運
用
が

IM
T
-2030

に
包
含
さ
れ
た
。

Ｉ
Ｔ
Ｕ
–
Ｒ
は
今
後
、
3
Ｇ
Ｐ
Ｐ
等
と
連
携
し
、

IM
T-2030

の
技
術
性
能
要
件
の
検
討
フ
ェ
ー
ズ
に
入

り
、
2
0
3
0
年
に
Ｉ
Ｍ
Ｔ
無
線
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス

技
術
の
標
準
化
を
完
了
す
る
計
画
で
あ
る
。
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｔ

に
お
い
て
も
、
Ｂ
5
Ｇ
／
6
Ｇ
の
テ
ス
ト
ベ
ッ
ド
を
活
用

し
、
様
々
な
実
証
実
験
を
通
じ
て
、
技
術
性
能
要
件
へ

の
イ
ン
プ
ッ
ト
を
活
発
に
行
っ
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

標
準
化
に
お
け
る
産
業
界
と
の
連
携
拡
大

Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
は
、
Ｂ
5
Ｇ
／
6
Ｇ
へ
の
産
業
界
の
参

加
を
促
し
、
新
た
な
知
見
や
活
力
に
よ
り
標
準
化
活

動
を
推
進
す
る
戦
略
と
し
て
い
る
。

Beyond
5G

と
い
う
名
称
に
は
、
多
様
な
業
界
と

の
連
携
の
意
図
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
Ｂ
5
Ｇ
／
6
Ｇ

の
世
界
は
、
4
Ｇ
、
5
Ｇ
と
い
う
従
来
の
地
上
系
通
信

の
延
長
線
上
で
は
な
く
、
Ｂ
5
Ｇ
／
6
Ｇ
を
新
し
い
社

会
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
活
用
し
、
様
々
な
業
界
が
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
、
産
業
構
造
や
社
会
生
活
が
豊
か

に
な
っ
た
社
会
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
利
用
企
業
と

共
に
議
論
す
る
こ
と
で
、
経
済
・
社
会
・
文
化
を
支

え
る
多
様
な
ユ
ー
ス
ケ
ー
ス
が
生
ま
れ
、
標
準
化
活
動

が
活
性
化
し
、
国
際
社
会
へ
の
貢
献
へ
と
つ
な
が
る
。

産
業
界
や
大
学
の
Ｂ
5
Ｇ
／
6
Ｇ
へ
の
参
加
を
広

げ
る
た
め
に
、
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
で
は
総
務
省
と
連
携
し
て
、

Ｂ
5
Ｇ
基
金
に
よ
る
公
募
型
研
究
開
発
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
実
施
や
Ｂ
5
Ｇ
共
用
研
究
開
発
テ
ス
ト
ベ
ッ
ド
の

整
備
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
が
中
心
と

な
り
、
異
業
種
の
方
々
を
招
い
て
Ｂ
5
Ｇ
ゼ
ロ
グ
ラ

ビ
テ
ィ
イ
ベ
ン
ト
と
い
う
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
知
財

ハ
ッ
カ
ソ
ン
な
ど
も
開
催
し
て
い
る
。
総
務
省
は
Ｂ

5
Ｇ
／
6
Ｇ
の
標
準
必
須
特
許

（
注
２
）の
シ
ェ
ア
10
％
以
上

を
目
標
と
し
て
お
り
、
Ｂ
5
Ｇ
／
6
Ｇ
の
標
準
化
活

動
へ
の
参
加
に
よ
る
知
財
の
収
益
化
も
期
待
さ
れ
る
。

標
準
化
人
材
の
育
成
確
保

標
準
化
活
動
を
支
え
る
人
材
の
育
成
確
保
も
重
要

で
あ
る
。
2
0
2
3
年
6
月
に
政
府
が
取
り
ま
と
め

た
「
知
的
財
産
推
進
計
画
2
0
2
3
」
で
は
、
標
準

化
の
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
リ
ー
ド
す
る
国
際
交
渉
人

材
や
国
際
標
準
戦
略
を
立
案
し
て
推
進
す
る
戦
略
人

材
等
の
育
成
・
確
保
の
必
要
性
が
指
摘
さ
れ
た
。
そ

こ
で
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
は
、
標
準
化
人
材
研
修
を
立
ち
上
げ
、

Ｏ
Ｊ
Ｔ
や
外
部
研
修
も
活
用
し
て
国
際
的
な
交
渉
力

を
有
す
る
標
準
化
人
材
の
内
部
育
成
を
進
め
て
い
る
。

Ｂ
5
Ｇ
／
6
Ｇ
は
、
2
0
3
0
年
代
の
あ
ら
ゆ
る

産
業
・
社
会
活
動
の
基
盤
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
。

Ｂ
5
Ｇ
／
6
Ｇ
の
標
準
化
は
、
わ
が
国
の
国
際
競
争

力
向
上
の
鍵
と
な
る
。
多
様
な
業
界
か
ら
の
新
た
な

知
見
や
人
材
の
活
力
が
標
準
化
の
推
進
力
と
な
る
こ

と
か
ら
、
関
係
企
業
各
位
に
は
ぜ
ひ
Ｂ
5
Ｇ
／
6
Ｇ

の
標
準
化
プ
ロ
セ
ス
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
密
接
に

連
携
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

ラ
と
し
て
、
様
々
な
シ
ナ
リ
オ
や
ユ
ー
ス
ケ
ー
ス
を

議
論
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
サ
イ
バ
ネ
テ
ィ
ッ
ク
ア

バ
タ
ー
に
よ
っ
て
誰
も
が
時
間
的
・
空
間
的
・
身
体

的
な
制
約
か
ら
解
放
さ
れ
て
自
由
に
活
躍
で
き
る
社

会
、
月
面
基
地
で
の
ロ
ボ
ッ
ト
を
利
用
し
た
遠
隔
作

業
、
自
律
ド
ロ
ー
ン
や
ス
カ
イ
カ
ー
な
ど
3
次
元
空

間
を
自
由
に
移
動
で
き
る
新
た
な
モ
ビ
リ
テ
ィ
サ
ー

ビ
ス
と
い
っ
た
新
し
い
産
業
や
生
活
様
式
を
例
示
し

て
い
る
。
ま
た
、
光
電
融
合
技
術
や
オ
ー
ル
光
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
な
ど
の
活
用
に
よ
り
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
へ
の
貢
献
も
期
待
さ
れ
て
い
る
。

Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
は
、
2
0
2
1
年
度
に
開
始
し
た
第
5

期
中
長
期
計
画
に
お
い
て
、
Ｂ
5
Ｇ
／
6
Ｇ
を
Ａ
Ｉ
、

量
子
Ｉ
Ｃ
Ｔ
、
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
と
と
も
に
、

戦
略
的
に
推
進
す
べ
き
研
究
開
発
領
域
の
一
つ
に
掲

げ
、
分
野
横
断
的
に
研
究
開
発
を
進
め
る
と
と
も
に
、

日
本
の
高
い
技
術
が
Ｂ
5
Ｇ
／
6
Ｇ
の
国
際
標
準
と

し
て
採
用
さ
れ
る
よ
う
、
標
準
化
活
動
や
国
際
連
携

を
推
進
し
て
い
る
。

国
際
標
準
化
を
め
ぐ
る
動
向

Ｂ
5
Ｇ
／
6
Ｇ
の
国
際
標
準
化
は
、
国
際
電
気
通

信
連
合
無
線
通
信
部
門（
Ｉ
Ｔ
Ｕ
–
Ｒ
）や
3
Ｇ
Ｐ
Ｐ

（
注
１
）

を
中
心
に
活
発
に
行
わ
れ
て
い
る
。
Ｉ
Ｔ
Ｕ
–
Ｒ
で

は
、
2
0
2
3
年
11
月
に
ド
バ
イ
で
開
催
さ
れ
た
無

線
通
信
総
会（
Ｒ
Ａ
）に
て
、IM

T
-2030

（
Ｂ
5
Ｇ
／
6

Ｇ
の
Ｉ
Ｔ
Ｕ
に
お
け
る
呼
称
）構
想
を
ま
と
め
た

「IM
T
-2030

フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
勧
告
」が
承
認
さ
れ
た
。

IM
T
-2030

は
、
図
表
2
の
よ
う
に
六
つ
の
利
用
シ

ナ
リ
オ
が
あ
り
、
5
Ｇ（IM

T
-2020

）の
3
要
素
を
さ

ら
に
高
度
化
し
た
没
入
感
通
信
、
極
超
高
信
頼
・
低

遅
延
通
信
、
大
容
量
通
信
に
、
新
た
に
ユ
ビ
キ
タ
ス
・

コ
ネ
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
、
Ａ
Ｉ
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
融
合
、
セ
ン
シ
ン
グ
と
通
信
の
統
合
が
加
わ
っ
た
。

ま
た
、
図
表
3
の
よ
う
に
15
の
要
素
能
力
を
有
し
、

単
位
面
積
当
た
り
の
接
続
端
末
数
が
5
Ｇ
の
1
〜
1

0
0
倍
と
な
る
106
〜
108
端
末
／
㎢
、
あ
る
い
は
最
大

デ
ー
タ
速
度
が
5
Ｇ
の
2
・
5
〜
10
倍
と
な
る
50
、

1
0
0
、
2
0
0
ギ
ガ
ビ
ッ
ト
／
秒
等
の
研
究
目
標

が
示
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
要
素
能
力
に
は
、
Ｎ
Ｉ
Ｃ

Ｔ
か
ら
Ｉ
Ｔ
Ｕ
–
Ｒ
へ
の
提
案
も
反
映
さ
れ
て
い
る
。

IM
T
-2030

構
想
の
検
討
過
程
に
お
い
て
、
Ｎ
Ｉ

Ｃ
Ｔ
は
、
同
構
想
に
盛
り
込
む
べ
き
技
術
情
報
を
国

内
委
員
会
に
提
案
し
、
Ｉ
Ｔ
Ｕ
–
Ｒ
に
イ
ン
プ
ッ
ト

し
た
。
そ
の
結
果
、
超
高
速
通
信
を
可
能
に
す
る
サ

ブ
テ
ラ
ヘ
ル
ツ
、
小
型
原
子
時
計
を
有
す
る
端
末
間

情
報
通
信
研
究
機
構（
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）理
事
長

徳とくだ
田
英ひでゆ

き幸

Beyond
5G
/6G

の
標
準
化
戦
略

（注１）3GPP：Third Generation Partnership Project、第三世代携帯電話（3G）システム、第3.9世代移
動通信システムに対応するLTE、第4世代移動通信システムに対応するLTE-Advanced、さらに第5世
代移動通信システム（5G）の仕様の検討・作成を行う標準化プロジェクト

（注２）標準必須特許：標準規格の実施に必要不可欠な特許

2030年代に期待される社会像

サイバーフィジカルシステム（CPS）
サイバー空間と現実世界（フィジカル空間）が一体化する

2030年代の社会像

あらゆる場所で、都市と地方、
国境、年齢、障碍の有無といった
様々な壁・差違を取り除き、
誰もが活躍できる社会

あらゆる場所で、都市と地方、

Inclusive
包摂性

社会的なロスがない、
便利で持続的に成長する社会
社会的なロスがない、

Sustainable
持続可能性

不測の事態が発生しても、
安心・安全が確保され、
信頼の絆が揺るがない
人間中心の社会

不測の事態が発生しても、

Dependable
高信頼性

時
空
間
同
期

強靭で活力のある社会

Society 5.0 の実現

図表１ Beyond 5G/6G時代における
サイバーフィジカルシステムと社会像

図表２ IMT-2030の
利用シナリオ

図表３ IMT-2030の
要素能力

出所：Recommendation ITU-R M. 2160-0（11/2023）

出所：「Beyond 5G推進戦略 ─6Gへのロードマップ─」（2020年6月、総務省）
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